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■授業の目的及び到達目標
イスパニア語科教育法 I で学んだ理論と実践を基盤として、言語技能統合型授業や評価方法に関する理解を深め、より発展
的な授業設計力を養うことを目的とする。
読解・作文・聴解・発話を統合した言語活動の設計、誤用を学習過程として捉えた指導とフィードバック、ICT を活用した
教材開発や評価を実践的に学び、学習者の言語運用能力を総合的に育成できる教員としての資質・能力を身に付けることを
到達目標とする。

■授業計画

1 教科教育法Ⅰの振り返りと本科目の位置づけ
イスパニア語科教育法 I の内容を整理し、本科目で扱う応用的・発展的な課題と到達目標について確認する。

2 言語技能統合型授業の理論
聞く・話す・読む・書くの統合的指導の考え方を整理し、スペイン語授業における技能統合の意義について考察する。

3 読むことの指導法
読解指導の基本的な考え方を整理し、テキスト選択や課題設定を通して、理解を深める指導法について検討する。

4 書くことの指導法
書く活動を通した言語定着の方法について、段階的な指導と評価の工夫を中心に考察する。

5 聞くことの指導法
リスニング指導における教材選択と活動設計について、学習者の負担を考慮した指導法を検討する。

6 話すことの指導法
発話を促す活動設計について、ペア・グループ活動を中心に、評価方法との関連も含めて考察する。

7 タスク型言語教育の応用
タスク型言語教育の考え方を踏まえ、実際のスペイン語授業に応用する方法を検討する。

8 学習者の誤用理解とフィードバック
学習者の誤用を学習過程の一部として捉え、その背景や特徴を理解する視点を学ぶとともに、過度な修正に依らない
適切なフィードバックの在り方について検討する。

9 評価規準とルーブリックの作成
学習目標に基づく評価規準の設定方法を学び、ルーブリック作成の基本を理解する。

10 形成的評価と総括的評価
授業過程での評価と単元末評価の役割を整理し、スペイン語教育における活用方法を検討する。

11 ICT を活用した言語活動の設計
ICT を活用した言語活動の具体例を通して、学習者の主体的な学びを促す方法を考察する。

12 模擬授業演習（1）
履修者が作成した授業案に基づき模擬授業を行い、指導法や活動設計について検討する。

13 前期まとめとフィードバック
前期の学習内容を振り返り、模擬授業の成果と課題を整理し、後期に向けた課題を明確にする。

■授業の方法
文献や教材を用いて言語技能統合型授業の理論と実践を学び、学習指導案の作成、模擬授業、評価活動を行う。ICT を活用
した教材提示や振り返りを通して、指導法の改善点を検討し、教員からのフィードバックを踏まえて理解を深める。

■予習・復習
予習：2 時間程度。指定された文献や教材を読み、課題に関する要点を整理する。
復習：2 時間程度。模擬授業や議論を振り返り、指導上の課題と改善策をまとめ、次回の授業に生かす。

■成績評価の方法（成績の評定方法、授業態度、レポート等の扱い）
授業への参加状況や予習・復習への取り組みを平常点 40％で評価する。あわせて、レポート・課題 30％、模擬授業および
指導案の内容 30％を総合的に評価する。

■教科書・参考書
教科書：担当教員作成プリント教材（ICT 教材含む）
参考書：文部科学省『高等学校学習指導要領解説 外国語編』
CEFR 関連資料・オンライン教材（授業内で提示）

■関連する科目
イスパニア語科教育法 I、その他、スペイン語学科の必修科目


